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 暑い夏も終り、涼しい秋風に乳牛は健康を取戻し

つつありますが、適正な飼養管理によって夏やせを

できるだけ早く回復させてやるべく努力して頂きた

いと思います。 

 乳牛は常に健康に保って項調に繁殖し、それに伴

なって搾乳を行ないますが、生産される牛乳の質を

向上し、量を増すことによって酪農経営をより一層

合理化しなければなりません。そしてより多くの収

益をあげるためには飼養技術の向上と飼料作物の作

付設計と増産に努力しなければなりません。 

 今春分娩した乳牛は現在受胎し、又来春の分娩に

そなえて日夜管理されていることと思いますが、乾

乳の時期及び乾乳の方法の良否によって、次回の乳

期は左右されます。最近のように農業経営が合理化

され、畜産を取り入れた多角経営が行なわれる場合、

一家のうち主人のみが搾乳技術を始め、その他の管

理技術を修得しているのみでは健全な酪農経営とは

いえません。 

 このため最近では特に婦人層の技術修得が目立っ

ていますが、よろこばしい傾向と思います。搾乳技

術とともに乾乳の方法は一家全員が知っておきませ

んと、とんだ失敗をまねくことがありますから、次

に乾乳の一般的な考え方について述べてみたいと思

います。 

１、乾乳時期は２－３カ月間 

 妊娠末期になりますと今まで搾乳していたものを

中止し、乾乳しなければなりません。普通の場合１

乳期を 10ヵ月とし、２ヵ月間を乾乳期間とし、１ヵ

年に１回仔牛を生産するように努力しますが、これ

は牛の個体によって多少左右されます。そこで乾乳

期間をどの位にしたらよいかといいますと、あまり

長からず短からず、乳牛の健康、肉付の状態が普通

の場合は、分娩前 70日位から乳を上げるべく飼料給

与に手加減を加え、大体７－10 日位で完了し、60日

位の乾乳期間を置くとよろしい。 

 又肉付の余り良くない乳牛或は乳房炎、その他の

故障のあるものは、一応分娩前３ヵ月位から乳を上

げ始めるとよろしい。つまり乾乳期間は最低２ヵ月

間とし、乳牛の状態によって、それぞれ長くします。

要するに短い乾乳期間のものも長い乾乳期間のもの

も、その間に完全に身体の状態を回復し、次の分娩

までに同じ様な健康状態にならなければなりません。

肉付の悪い乳牛でも大体３ヵ月も乾乳期間を設けれ

ば充分と考えます。 

 妊娠末期に充分肉を付けておきますと、分娩後最

高乳量に達するまでの乳の生産を充分行なうことが

できます。肉付の悪い乳牛に分娩後充分飼料を与え

ても能力だけの乳を生産することはできませんから、

乾乳期間の飼養に特に注意しなければなりません。 

２、濃厚飼料と青草類の制限 

 普通の場合前述のとおり分娩前70日頃から乾乳を

始めますが、その時の乳量の状態は乳牛の健康、能

力等や与える飼料或は季節等によって、それぞれ異

りますが、それを日量５－10 瓩（ジャージーは５瓩

以内）の間、或はそれ以下に10日間位で故意に落し、

分娩前 60日頃に一気に乳を上げます。又場合によっ

ては数日は様子を見乍ら漸次上げます。この場合、

実施することは、搾乳時に与えていた生産飼料（主

として濃厚飼料）や青草、根菜類等、多汁質飼料を

半減或は全廃し、これらの飼料のかわりに乾草（特

に乳量の多い場合は質の少々劣る野乾草）のみを３

－４日間与え、乳の生産を人為的に停止させます。

水はウォーターカップである場合は自由に飲ませま

すが、特に乳量の多い場合は幾分制限した方がよろ

しい。このようにして１週間位の間に乳房が外から

さわってみても熱を持たず、張らない場合は項調に

乾乳されつつあることになります。もし１本でも乳

房炎を併発した場合は、乳房炎に犯されている乳房

のみを１度完全に搾乳し、乳房炎用注入薬を注入し

ておきますとよろしい。 

３、運動を制限する 

 牛舎に付設した小さな運動場へ出す程度であれば

よろしいが、引運動や広い草などがある場所での自

由な運動は１週間程度は制限し、徐々に又もとにか
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えすようにした方がよろしい。運動は新陳代謝を旺

盛にしますから小運動場のない場合は繋牧のみに制

限するのも１つの方法と考えます。 

４、乾乳の順序 

 乾乳の期間、飼料の制限、運動の制限を行なって

も、乾乳の項序がよくない場合は中途で失敗し、又

元からくりかえさなければなりません。ですから乾

乳直前の乳量に応じて搾乳回数や間隔を規制して、

前述の各事頄と共に意識的に泌乳量を低下させる様

にします。 

 例えば乾乳直前の乳量が１日２回搾乳で10－12瓩

としますと、これを１日１回搾乳としますと７－８

瓩に低下します。これをそのまま搾乳を止めるか又

はそれを数日間繰り返して５瓩程度におとしてから

搾乳を中止します。この場合、乳量がなかなか低下

しない時は、１日１回搾乳を２日に１回或は３日に

２回搾乳する様に、搾乳回数も少なくし、間隔を延

ばしますと数日から１週間位で５瓩以下になります。

そして５瓩位で完全に乳を搾り切って中止します。 

 このようにして搾乳を中止しますと、乳房は数日

間に、梢々腫れた様になりますが、かるくさわって

みて乳房が熱をもっていなければ何等心配なく、そ

のまま放っておけば、それからは逆に吸収されはじ

めます。この吸収作用は、相当急速に行われますが、

大体 10日前後で完了します。しかし完全に終るのは

大体 20日前後と考えたほうがよろしい。 

 搾乳を完全に止める場合、乳房を良く洗拭したま

までもよろしいが、できれば乳房炎や外傷等のない

ことを認めた後、硼酸ワセリン、或はペニシリン軟

膏、オロナイン軟膏等を使って、乳頭全部又は乳口

だけでも保護ずる様に心掛けた方がよいと思います。

又乳房炎、特に慢性的な乳房炎を完全に治すのは、

この時が最もよろしいから、確実に治したいもので

す。 

５、妊娠末期の管理 

 分娩前 20-30 日頃から次の分娩のために本格的に

乳房が張って来ますが、乾乳後から分娩迄の飼養管

理にも細心の注意が必要です。 

 まず飼料は乾乳中も普通給与している飼料をその

まま用いますが、その乳牛の肉付、健康の状態に応

じて加減し、普通の状態で DCP10－12％、TDM60－65％

程度の配合飼料を１日に２－３瓩位与え、非常に肉

付の悪いものとか、或は乾乳期間が短くなったもの

等に対しては５－６瓩位迄与えなければならない場

合があります。これと逆に、良い肉付、健康な状態

のものとか、乾乳期間が十分ある場合は、濃厚飼料

は１瓩程度にし、基礎飼料を十分飽食させるように

します。この場合、自由に放して、マメ科の混じっ

ている青草類等を菜食できれば理想といえましょう。 

 飼料を与える場合、特に必要なものは鉱物質等無

機物、微量成分の補給をしなければなりません。配

合飼料を与えている場合はカルシウムも食塩も配合

されていますが、単味で濃厚飼料を与える場合は牛

の状態によって多少異なりますが、濃厚飼料の２－

３％程度のカルシウムと１％程度の食塩を与える必

要があります。この場合よく農家で見受けますが目

分量で沢山与えている場合が多いようですが、無駄

が多くなりますからできるだけ計って与えて下さい。

この外に微量成分の補給として鉱塩等をなめさせる

のが効果的と考えます。 

 飲水、運動は乳牛の自由に任せるのが１番よろし

いが、決して強制的な運動や或は急坂の所とか又は

車を引かせたりすることは、絶対避けなければなり

ません。特に物に驚かせたり、或は狭い処を体をブ

ッつけたりして歩かせる等は禁物です。 

 しかし妊娠末期に適度の運動がなされないばかり

でなく、飼養管理がおろそかになりますと、分娩後

の乳量に期待が持てないばかりでなく、乳熱を誘発

する原因ともなります。従来分娩直後の搾り切りが

早かったがため乳熱に冒されると云われていました

が、これは搾り切りが早過ぎたためでなく、前述の

ような結果によるものと考えます。特に適度の運動

が大きく原因するようです。中には分娩直後１－２

瓩程度搾ったのみで乳熱に冒されたという例も少な

くありません。 

 以上の点から考えて、乾乳期間中にしなければな

らないことは、前の搾乳期間に疲れ切った牛体を完

全に元に直して、再び新しい健康状態で搾乳を開始

し、そして最盛期の泌乳にも十分に耐える様にしな

ければなりません。このような状態の場合、胎児も

健康な状態で生まれて来るものです。胎児が弱いと

か小さいとか、又母牛の娩出する力が微弱であると
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か、場合によっては後産停滞するなどは、分娩時に

健康状態の悪いものです。 

６、乾乳と牛乳生産量の関係 

 乳牛はどうすることによって長期間に亘り、より

以上の乳を生産することができるかということは本

当に難しい問題です。しかしこの問題を解決するた

めにまずなさなければならないことは、如何に上手

に乾乳して良い状態で分娩させるかにあるわけです。

分娩時の体の状態が本当に良い状態にある様に乾乳

すれば、その時の搾乳量は絶対に多いという事実を

エックルスは説明しています。ですから今は未だ沢

山乳を生産しているからといって、健康状態のよく

ないままで妊娠末期を過ごさせるよりも、むしろ１

ヵ月早く乾乳して健康状態を次の分娩までに取り戻

せば前の乾乳前１ヵ月で得た乳量よりも、次の分娩

後に得た乳量の方が２倍以上であったということも

考えられます。 

 乾乳は次の乳期における生産量と密接な関係があ

りますから、「今は乳を出していないから飼料は

云々」という様な考え方はすて、乾乳の時期に与え

た飼料や努力が次の乳期に十分償って余りあるとい

うことを忘れないで、満足のできる飼養管理を行な

い、搾乳の疲れを完全に回復させるのみでなく、次

の乳期のために十分な貯えと備えをなさなければな

りません。つまり乳牛を飼育する場合、乾乳の上手、

下手は経営を有利にするか不利にするかの境目であ

るといっても過言ではありません。 

７、その他 

 乾乳期間中に是非行なわなければならないことに

削蹄があります。分娩時或は分娩後間もない時など

に大きく張った乳房は、一寸蹄に当たってもパッと

切り傷が大きくなるし、又寝て起きる時などに後蹄

の蹄の間に乳頭をはさんで切って了うこともありま

す。一度乳頭を切りますと乳が最も生産される時期

のため、縫ったり治療しても中々治らず、場合によ

っては１－２本の乳頭をメクラにしたり、軽いもの

でも度々乳房針を用いて搾乳しますと乳房炎を起す

原因にもなります。これは要するにこの乾乳期に削

蹄を行なうという準備を怠ったためと、分娩直後の

垂乳房に対する乳バンド等の着用を行なわなかった

ためです。特に能力の優れた垂乳房の乳牛にこの傾

向がありますから十分注意すると共に、又角のある

乳牛による流産や外傷等にも注意しなければなりま

せん。 

 次に分娩前に乳房が張り過ぎた場合、搾乳をして

もよいかという間合せがあることがありますが、こ

れは原則として行なわない方がよく、飼料の給与に

よって加減すべきだと考えます。しかしやむをえな

い場合は１日昼１回位行なう場合があり、この場合

飼料を若干増すというやり方をしている人もあるよ

うです。 

 


